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幼児の音楽教育と幼児教育者の関わり
―子どもの歌をめぐって―
高 橋 正 道
は じ め に
好むと好まざるとにかかわらず,幼児の日常生活は多様な音 (楽)で満たされている｡そ
の量だけでなく音刺激の種類は,彼らが教育を受ける場所である幼維園や保育所で接する音
(楽)をはるかに凌く小ものとなっている｡そうした中で今日,幼児の音楽教育は,他の分野
と同じように ｢敏感期｣｢臨界期｣｢刻印づけ｣｢初期経験｣等の発達観にもとづく考え方に
3FIE
よって,早期に計画的な学習環境を設定することの重要性を強調している｡
発達の諸段階で,その時期を逃すと後で取 り戻せないような人間の諸機能や情緒そして学
習の内容があるとするならば,音楽において3才児には何をどのように計画すべきであろう
か｡しかして4才児,5才児のそれは｡その場合,幼児教育者はそのつど音楽を的確にとら
え対応しなければならないoLかし,われわれが対象とする音楽というものは,文化的,社
会的要因との関連において常に変化している｡事実変化して来た｡そうした可変的音楽文化
を含めた社会全体の激しい動きの中で教育者は,具体的な教材を中立ちとして音楽の本質を
幼児に伝えて行かねばならない｡さらに,教育の場では,制度や法令等がからんで来 るの
で,その実践にはなお困難な要因もある｡ともあれそのような中にあって,幼児の音楽教育
を方向づける基礎を見つけるとすれば,第一に,乳幼児 (更にそれ以前の胎児,新生児)の
(2)
成長する能力とエネルギーを科学的に,そして人間として理解すること｡第二に,音楽とは
何かという根本的な問いかけから導かれた教材研究ということになろう｡本論は,第二の点
に重点を置いた子どもの歌をめぐる基礎的研究である｡
幼児の音楽体験,音楽活動を代表する歌の教材として何を選択するか,という現実的な問
題の前に立たされた時のために,われわれは子どもの歌に関する基礎的問題を整理して視点
を見定めて置かねばならない｡そのために本研究を次のようにすすめる｡
第1章 歴史的な子どもの歌の概観
Ⅰ 子どもの歌の領域
Ⅱ 唱歌の概観と問題点
Ⅲ 童謡の概観と意義
Ⅳ ｢子どもの歌｣の概観と問題点
第2章 幼児教育者への課題
Ⅰ 課題の所在
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(1) 第1章からの課題 (まとめとして)
(2) 子どもの歌のあり方
Ⅱ 考察 ･子どもの歌の現状と課題
第 1章 歴史的な子どもの歌の概観
Ⅰ 子どもの歌の領域
われわれが普通に言う｢子どもの歌｣という用語は,領域的に一方においてほ,あいまい
でばかされた広範な内容をつつみこむ意味を持ち,他方においてほ特定の具体的な楽曲をあ
げられるほどの狭い意味を合わせ持っている｡つまり,広範な意味では,｢子どもの歌った
歌｣そして教材として ｢子どもが歌いうる歌｣としてそのレパートリー を調べると歴史的な
流れの中で,わらべ唄,唱歌,｢子どもの歌｣というジャンルが浮かび上り,それら全てを含
む用語として子どもの歌が考えられる｡他方,狭い意味での ｢子どもの歌｣は,昭和30年に
結成された ｢ろばの会｣のメンバー五人の作品,ないしは ｢ろばの会｣の主旨に合致するも
のとして精選されたアンソロジーをさしている｡ここでは時代を追って唱歌,童謡,｢子ど
もの歌｣を概観し,それぞれの意義や問題点をあげ第2章のわれわれにとっての課題をさくや
る材料としたい｡
Ⅱ 唱 歌
唱歌は ｢唱歌教育｣とか ｢文部省唱歌｣｢唱歌科｣ と言われるように,教育の場と密接な
結びつきでとらえられるものである｡日本の音楽教育史の中で唱歌は ｢明治前期においてほ
(3)
正に<音楽教育>そのものを意味するものといってよい｣というばかりでなく,大正期を経
て昭和初期はもちろんのこと,今日にさえ深く板をおろしているように思われる｡
唱歌の歴史は,1872年小学校の教材として位置づけられたのが始まりである｡しかし,現
実には ｢唱歌当分之を欠く｣となって,具体的な唱歌はその時点では示されなかった｡伊沢
修二 (1851-1917)は文部省に唱歌の重要性を進言し,アメリカ留学から帰って後1879年に
音楽取調掛の御用掛 (責任者)となるが,ここから唱歌の具体的な姿が少しづっ提示される
(4)
と同時に指導者養成をも始めた｡｢唱歌という集団歌唱｣が初めて実施されたのは1880年の
(5)
ことである｡唱歌集は,1881年 ｢小学唱歌集｣初編を皮切りに,中編 (1883年),後編(1884
(6)
午)が出版され全国の小,中,師範学校の唱歌科の中で広がって行く｡1887年には幼児用と
して ｢幼稚園唱歌集｣(29曲)が出る｡そして1891年 ｢小学校教則大綱｣が発布され唱歌の
指導目標として ｢徳性の滴養｣が強調される頃から唱歌は定着し全盛時代となる｡折から社
会は,日清 ･日露戦争,資本主義,近代産業,欧米文化の輸入期となり,唱歌にも直接的な
影響があった｡唱歌集の出版も公的機関だけでなく個人や民間と巾広くなり,多様化の時代
を迎える｡1904年には唱歌も他の教科に準じて国定教科書化され ｢国定小学 ･読本唱歌｣が
使用された｡さらにこれは1911年から1914年までの問に手を加えられ学年別のシリーズとし
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て ｢尋常小学唱歌｣となった｡これが,いわゆる文部省唱歌と言われるものである｡1932年
(7)
改定されて後も教育の場で位置を占め1941年国民学校発足まで存続した｡70年間以上学校教
育の場で教材として使用されたことになる｡
唱歌の意義と問題点
わが国の音楽教育史上,言わば国家的事業でさえある唱歌教育を伊沢修二個人に帰せしめ
ることは出来ないが,彼の歩みの要所から唱歌を評価する材料があげられるので,流れにそ
って重要な点を述べる｡
(8)
① わらべ唄を採集する姿勢があった｡
1874年に愛知師範学校長に就任,同校付属幼稚園で ｢唱歌遊戯｣を教えるが,同校の野村(9)
秋足という国学者に命じて ｢本邦固有の童謡｣｢面白い童謡｣を蒐集させている｡
② 歌は心を楽しくするもの
(10)
彼が文部省に報告した ｢将来学術進歩二付須要ノ件｣で｢幼年教育上欠くべからざること｣
として示した唱歌の目的は,第一に･-･知覚神経 (原文では知覚心経)を活発にして精神を
快楽にする｡第二に---感動をよび起す｡第三に--発音を正しくして呼吸をととのえる｡
となっており,この時点では徳性の滴義というようなことはうかがえない｡
③ 唱歌は東洋と西洋の音楽を折表した新作
音楽取調掛の任を受け三週間後に ｢音楽取調二付見込書｣を提出し ｢東西二洋の音楽を折
表して新曲を作る｣｢将来国楽を興すべき人物を養成する｣｢諸学校に普及させる｣の三点を
方針として打ち出した｡
(参 初等科は五音以下の単音唱歌を与えよ
これは伊沢の方針ではなく1881年の ｢小学校教則綱領｣でのべられていることである｡何
故これを伊沢と関連づけるかというと,逆説的ないい方であるが彼の唱歌は五音以下ではな
いからである｡つまり,唱歌が次第に国策としての動きを見せ始めているのである｡同綱領
の後半には ｢心情を感動させながら美徳を滴養せんことを要す｣と成って来る｡
⑤ 唱歌は徳性の滴義に役立つ
1881年 ｢小学唱歌集 初編｣が刊行された｡編集責任の伊沢が書いた緒言は ｢教育の大要
は徳脊,智育,体育の三つであるが,小学校では特に徳育を滴養することが重要であり音楽
はそれに役する｣と書き出されている｡全33曲は必ずしも綱領のとおり｢五音以下｣ではな
く六音以上のものが多いoLかし ｢美徳の滴養｣と ｢徳育の滴養｣はピタ1)と一致 してい
る｡
⑥ 唱歌は健康上に良い
伊沢は1882年音楽取調掛で学事諮問会会員を前に講演を行なった｡そこで唱歌の効用の第
＼11､
一として健康上に有効であることを強調している｡唱歌普及の方便として最も分かりやすい
説明を要したのだろう｡
⑦ 唱歌普及のために音楽学校設立
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唱歌を普及し音楽を通して ｢一般の趣味を優美ならしめるため｣に1886年伊沢他7名が音
楽学校設立要請書を提出,そして1887年東京音楽学校が創立され伊沢は校長となった｡
⑧ 教育は国家が掌握すべきもの
唱歌とは関係ありそうもない大きな問題のように見えるが,伊沢の方針である｡1890年東
京音楽学校が予算節減のために廃止されることになった｡これに対して教育界,各方面から
の反論があった｡大きくは二つ,一つは,美的教育の必要性と現にある唱歌科の意義として
徳育,忠君,愛国心の養成を強調｡二つは,教育は国家の盛衰に関わる重要な事業 であっ
(12)
て,音楽の影響力は国の将来に関わることを力説するものであった｡伊沢は国家主義にもと
づいた国家教育社を組織して音楽学校を国家が掌握すべきものであることを示唆した｡1891
年の議会で存続が決議されたが,音楽学校の必然性は,唱歌が徳育の一環で,愛国心を育て
るものであるが故に,それを教える教員養成校として明確なものになった｡
以上,伊沢修二をとりまく状況の中から要点をあげたが,唱歌発足から序々にその目標が
変化していることが分る｡彼の置かれた状況が,或は彼をとりまく社会がそうさせたと言っ
た方が良いのかも知れない｡最終的に唱歌の主目的は,愛国心の養成となった｡しかも,そ
のことをヨーロッパやアメリカの音楽文化を受け入れることに積極的であった人々自らの口
で言わざるを得なかったところに唱歌教育政策の根本問題がある｡もう一つ,音楽そのもの
の総合的な問題がある｡それは③でのべた ｢東西二洋の音楽を折衷｣したことから生じた音
階の問題,旋律法の問題,そしてリズムの問題である｡これらは今日の音楽教育の場におい
て,日本における本来の伝統音楽であるわらべ唄や民謡に関係して常に議論の的になってい
るものである｡既に ｢尋常小学唱歌｣や ｢小学唱歌｣を分析した報告があるので,それらか
(13)
ら唱歌の音楽上の問題点をまとめておく｡
･わらべ唄の音階構造を変形させて無理に西洋音階に当てはめようとしている｡
(14)
･四七抜き長音階は確かに東西二洋の音階の折衷と考えることができる｡
･西洋の長音階を偏重しすぎて,日本の伝統音階を軽視している｡
･2拍子系が多く,旋律的には変化に乏しい｡
Ⅲ 童 謡
国家主義が侵透する一方で自由主義思想,いわゆる大正デモクラシーが胎頭し教育におい
(15)
ては,｢新教育｣の旗印のもとで多くの教育運動や各分野の研究が活発化する｡子どもの歌も
(16)
この頃,唱歌に対する批判から芸術教育運動として具体的な,いくつかの動きがあった｡い
ずれも,明治唱歌の教訓的,自然美礼賛,忠君愛国を文語,韻文で歌詞にしたものから離脱
して,子どもらしい内容と言文一致の方向がとられている｡｢赤い鳥｣童謡は, そういう動
きの中で1918年に誕生した｡主幹者,鈴木三重苦の意図した童謡は,用語的には童話に対置
する童謡であるが, 内容的には唱歌批判がこめられている｡｢私たちはもっと芸術味の豊か
な,即ち子供等の美しい空想や純な情緒を傷つけないでこれを優しくはぐくむような歌と曲
(17)
をかれらに与えてやりたい｣とその熱意を印している｡しかし不思議なことに唱歌成立の場
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合と同じく,用語が公にされた時点では,曲は存在しなかった｡童謡は歌詞だけで出発した
(18)
のである｡これは,ただ単に ｢準備が整わなかっただけのこと｣とも言えるが,創刊当初は
童謡担当の北原白秋が曲をつけることに積極的ではなく,かえって ｢童謡は作曲 しない方
(19)
が良い｣とさえ言っているOそれなりの理由があると思われるので,｢赤い鳥｣誌の経過から
白秋の童謡観をさく中ることにするO
創作童謡は,雑誌が発行される前に募集され57篇集まったことを第一号で白秋が報告して
いる｡巻末に各地の童謡募集の知らせがある｡第二号では ｢童謡は昔から子供がしぜんと歌
い出したもの--思いきり子供になって簡単に歌ふこと･--すっかり子供に還って歌って下
さい｡｣と,子どもが自然に歌い出したものが童謡だとしている｡これは,あとで引用 す る
｢在来の日本の童謡｣わらべ唄の考え方である｡この号には曲をつけたらどうか,という読
者からの注文がある｡第三号では,地方童謡の集まり具合が悪いことを白秋は嘆 きながら
｢手まり唄,数え唄,お盆の唄,天気,動植物,遊戯唄等何でもかまいませんから,お国の
(20)
童謡を知らせて下さい｣と記している｡伝承のわらべ唄蒐集の意図が明確である｡この場合
読者からの投稿は,楽譜はなく創作童謡と同じく歌詞だけであることは言うまでもない｡集
まったものから白秋の童謡観にもとづいて掲載する手筈である｡この号では,読者からの曲
づけ希望に対して主幹者の鈴木三重吉が答えて,｢いづれ遠からず試みるつもりです｡ それ
にはまず,歌のよいのを得たいと思い--募集童謡の外に,幼稚園ぐらいの子供の歌 う唱歌
を募集する｣としている｡｢歌のよいもの｣とか ｢唱歌｣というのはどういうことなのだ ろ
う｡地方にあるわらべ唄にはメロディーがついているはずだが,白秋が蒐集するのは歌詞だ
汁,三重苦の方は,｢子供の歌う唱歌｣を募集したいというのである｡唱歌批判から出発し
たはずの童謡は,曲と結びつけようとする時に,白秋と微妙なずれがあるように感 じられ
る｡当の白秋は,その後も曲譜について直接答えることはない｡ともかくこの号では社告と
して ｢幼稚園以下の子供の使うだけの言葉で,それらの子供たちが容易に謡い得るやさしい
謡を募集｣することになった｡三重苦は作曲 (家)をもくろんでいるようであり,白秋はそ
れよりも ｢お国の童謡｣を知 りたい,知らせたい,そこから新しい童謡が生まれる,という
考え方がある｡
さて,｢幼稚園以下の謡｣も ｢在来の童謡｣もなかなか集まらないが, 白秋担当の童謡の
方は投稿が多くなって来た｡第二巻第四号では彼の童謡観がはっきりのべられている｡｢童
謡は子供の感情から自然に生まれ出た言葉なり謡なりです--無論童謡は歌う謡でなければ
なりませんO謡うと言っても唱歌のように作曲された上で謡うというのでなく,子供心の自
然な発露からとりどりに自由に謡い出す---私もみっちりと古い雅味の失せない･--新日本
の童謡を大成させたい｣と｡そして,この号には初めて募集中であった地方童謡が7つ発表
され,また三木露風の ｢おやすみ｣に読者が曲づけした数字譜も掲載された｡五線譜に直す
と次のようになる｡
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おやすみ
ア ー ヲ イ
ひゅ う ー る
ツ キ ヨ ニ ナ キ ー ワ タ ル
ひゅ う ー る か ぜ - が ふ く
残念ながら唱歌調そのものである｡
第二巻第五号,ついに ｢赤い鳥曲譜その-｣として ｢かなりや｣が巻頭に発表された｡以
級,曲譜を担当する成田為三の作曲である｡それは西条八十の童謡で,童謡担当の白秋のも
のではなかった｡もちろん白秋は曲譜のことには一言も触れていない｡白秋 ･成田の最初の
童謡は第二巻第六号で発表された ｢雨｣である｡この号にはまた,入選曲として ｢あわて床
屋｣(白秋)がある｡
語例 :2
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あわて床屋
(入選曲譜) 北原 白秋 童話
石川 菱拙 作曲
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(出典｢赤い鳥｣復刻版より)
この年6月22日,帝国劇場で ｢赤い鳥｣第1回音楽会が行われた｡プログラムの最初で塞
謡が発表された｡それは次の3曲であった｡
｢かなりや｣ 西条八十 ･成田為三
｢あわて床屋｣北原白秋 ･石川養拙 (入選者)
｢夏の鴛｣ 三木露風 ･成田為三
鳴り響く音楽会における白秋の童謡は,読者の入選曲であった｡一方,成田の曲づけしたも
のは,白秋ではなく八十と露風のものであった｡第三巻第二号には,音楽会の成功と評価に
っいて感想が多く,八十も露風も書いているが,白秋は何も触れていない｡たんたんと募集
童謡の感想を書いているだけである｡ところが,第三巻第三号で,ついに ｢あの曲の作者石
川氏に申しあげたいことですがあわて床尾は,私の気拝とは可成り相違している--どうし
ても童謡は作曲しないで子供達の自然な歌い方にまかせた方が- -｣ と不満だけでな く,
自分の童謡観を明確にしている｡大人が作曲するものに対する彼の不信感を ｢曲としては近
(21)
代沢の山田耕作以外の才能を認めない時期が続いた｣と言う人がいても合点が行く｡白秋の
明確な主張にもかかわらず毎号,成田為三と入選曲が発表され,しかも着実に普及,流行し
(22)
て行くのである｡当然白秋の童謡も曲づけされて愛唱される｡愛唱されて悪い気はしないだ
ろうが,白秋はその後も曲のことには触れない｡彼の童謡観をよそに,彼 が創作する童謡
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は,次々に作曲されるべき素材となった｡曲がついて社会の中で一人歩きを始めた｡歌う童
謡としての形態が定着し,童謡運動となって社会的な影響を及ぼす頃から白秋の童謡観は,
実は大きな視野を持ったものとして変容して来るOそこで,もう一歩進めて彼の童謡観を知
るために,良く引用される ｢童謡私砂｣と ｢童謡私観｣から重要な点をあげてまとめたいと
思う｡
① ｢新しい日本の童謡は,根本を在来の日本の童謡に置く｣
これは彼の根本姿勢である｡既に触れた ｢在来の童謡募集｣からも分かるのだが,広く知
られたわらべ唄を通して日本語の持つ味わい,｢日本の風土,伝統,童心｣を得ようとして
いたものであろう｡そこを中軸として,それを原動力として新しい童謡を展開するという方
向であった｡
② ｢単に芸術的唱歌という見地のみより新童謡の語義を定めようとする人々に,私は伍
みせぬ｣
そもそも ｢赤い鳥｣創刊の意図に唱歌批判も含まれていたが,そうかといって単に芸術的
に豊かな高いレベルの文学性,大人の童謡を追求する西条八十の方向とは違っていた｡
③ ｢西洋の詩,若くは童謡をそのまま日本に将来しようとするのは謬りである｣
これも当時の唱歌と教育界への警告である｡白秋はよほど鋭い感覚を持っていたと思われ
るOだから,彼のとぎすまされた感性から生まれた童謡に曲がつけられた時 ｢私の気拝とは
可成り相違している｣ようなことが多かったに違いない｡西洋の童謡に必然なものは西洋の
音階である｡唱歌において日本の音階との融合において四七抜き音階が出来たとしても,機
能和声としての伴奏がつけば,西洋の童謡と同じになる｡
④ ｢童謡は童心童語の歌謡である｡--･歌ふべきものとする制作上の規約がある｣
童謡に曲をつけることは止むを得ない状況であったが,当時の作曲界には,白秋と同じレ
ベルで童謡を見つめ得る人が存在しなかったといえるだろう｡少しづつ改善されたとしても
｢新日本の童謡を大成する｣には ｢歌うべきもの｣として創作すれば ｢規約がある｣としか
言いようがなかった｡彼が理想とする ｢自然に子ども心から謡い出す｣というのは実際には
非現実的なことであった｡そこで ｢規約｣を受けない自由な童謡という大きな可能性を兄い
出す方向が開けて来る｡
⑤ ｢かうした歌ふべき童謡以外に静かに読ませ, または黙して味はすべき詩一童詩-ち
児童に与ふべきであらう｣
私はこれを ｢白秋童謡の変容｣と言いたいのである｡ここにおいて,彼の童謡は,他人に
よって曲がついたものは歌謡として歩み,もう一方の ｢新風｣としては,白秋自身の心の糸
に響く自由な音と結びついた童謡であるところの自由律の童詩,自由詩-と変容して行くの
(23)
である｡この自由詩から ｢ほんとうの意味の童謡が生み出されるようになった｣のである｡
以上,｢赤い鳥｣童謡の中心人物,北原白秋の童謡観,主としてその広がりを見て来た｡
童謡運動はもちろん白秋一人のものではないが,彼の洞察は鋭い｡現代における子どもの歌
の状況をも予見していたかのようである｡
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ここで,白秋童謡の意義をまとめておく｡
･伝承童謡の理解から出発
･読むべき童謡 (請)の存在
･歌詩は童心童語
･多くの作曲家が近代的技法で作曲した
Ⅳ 子どもの歌
広義の子どもの歌の歴史として唱歌,童謡を見て釆たが,継続した流れの中で,次に来る
のは ｢子どもの歌｣である｡唱歌のアンチテーゼとして童謡をとらえれば,童謡のアンチテ
ーゼが ｢子どもの歌｣である｡それは,1955年,児童文学者協会が起した ｢子どものうた声
運動｣からだと思うO当時の世話人,小林純一は,この運動の発足に当って一文を発表 し
(24)
た｡それによると
･1955年5月21日 ｢子どもの歌｣の運動を起した
･子どもをとりまく俗悪な音楽環境を打破するねらい
･過去の ｢童謡｣という概念化された子どもの歌の衣装をぬぎすて,真に子どもたちが共
感して歌える歌を創作する
･強力なマスコミと商業主義に抵抗するためにあらゆる分野の有機的な結びつきを必要と
する
というように要約される｡しかし残念ながらこの運動もまた ｢作品の伴わない運動なんて
(25)
意味がない｣という理由で継続しなかったが,これを契機に児童文学者協会に属する詩人た
ちが ｢子どもの歌｣に関心を持つことになった｡同年,作曲家グループが ｢詩人達の協力を
求めて,自主的に積極的に<子どもの歌>を創作しよう｣という主旨で ｢ろばの会｣を設立
(26)
した.そして童謡を ｢子どもの歌｣と言い改めた｡理由は,読む童謡と区別するため,そし
(27)
て童謡にある童心主義から脱却するためであった｡このように ｢子どもの歌｣は,唱歌,童
謡と同じく目標をかかげて出発し,その上で創作された作品を意味しているので あ る｡唱
敬,童謡と異なる最大の特色は,｢ろばの会｣のそれが定義の中に ｢まず幼児のうたのいい
(28)
作品を｣ということを基盤としていることである05人の作曲家は,磯部倣,宇賀神光利,
大中恩,中田一次,中田喜直,協力している詩人は,サ トー ･,､チロー,小林純一,まど･
みちお,藤田圭雄 等である｡彼らの ｢子どもの歌｣は,ラジオ,テレビ,レコードとなっ
て普及されると共に楽譜集にもなって教育の場で教材化されて広がるようになった.｢ろば
の会｣のオリジナルを普及させるために,キングレコードを通していかに苦労したかを当時
(29)
のディレクター,長田暁二氏がのべている｡特に,長田氏は,彼のオリジナル企画 ｢チュウち
ゃんが動物園に行ったお話｣が芸術祭賞を受けて後｢ろばの会と私を通したキングレコードと
(30)
は信頼という固い粋で結ばれた｣こと,更に ｢子どもの歌｣と冠した楽譜集の数々は ｢ろば
の会｣のメソ/I-にとらわれず,戦後に作られた子どものためのすくやれた曲を精選し,レコ
(31)
-ドとタイアップして出版したものであることを証言している｡長田氏の企画で今日の ｢子
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どもの歌｣観を定着させた重要な楽譜集は,次の四つである｡
『現代こどものうた名曲全集』 小林,中田監修,音楽之友社,19610
『現代こどものうた名曲100選』 小林,中田編,音楽之友社,19690
『新現代こどものうた名曲100選』 阪田,湯山編,音楽之友社,19730
『最新こどものうた名曲選』 小林,中乱 中山,服部編,音楽之友社,19790
この中にある300曲は,戦後の子どもの歌を定義づけるものであり,事実われわれの幼児
教育の場において,確かに子どもの歌として定着していることを認めるものであるO従って
｢子どもの歌｣は,児童文学者協会と ｢ろばの会｣の目標が一致した専用の用語であったが
序々に広がりを持って来た｡つまり,その広がりは,｢ろばの会｣のメンバーに限定出来ない
一種の時代様式として今日に至っている｡ラジオ,テレビでは今日継続している番組を通し
ても ｢子どもの歌｣の範囲を広げているoその広がりのさえたるものが,レコード大賞と同
質の ｢童謡賞｣である｡売 り上げ枚数のトップを占める ｢子どもの歌｣に与えられる賞であ
る｡戦後の ｢レコード童謡｣｢強力なマス ･コミュニケーションと商業主義｣に対するアン
チテーゼとして出発したはずの ｢子どもの歌運動｣もその普及活動の過程で自らを ｢強力な
マス ･コミュニケーションと商業主義｣にゆだねざるを得なかった｡行きつく所に行きつい
たようである｡｢子どもの側に立った歌｣という名のもとに,大人の作った歌は,振子のよ
うに大衆性と芸術性の極を行き来している｡
｢子どもの歌｣の意義と問題点
(∋ 基本的に幼児を対象にしている｡
② 大人と子どもの ｢共有の歌｣としてスタンダードな曲が定着しつつある｡
③ ピアノ伴奏が技巧的である0時には大がかりなオ-ケストラ伴奏と一体になった楽曲
として普及しているOいずれにせよ伴奏の占める比重が大きいOつまり伴奏がないと完全な
音楽ではない｡
④ 子どもを対象に作られたものなら,何でも ｢子どもの歌｣として限 りなく膨張する傾
向にある｡｢流行歌の子ども版｣が社会的に強い影響力を持つことになる｡
⑤ 教育の場で楽しんで歌う,という活動は,動きや遊びと結びつく必要があるが,｢子
どもの歌｣は歌唱そのものを追求する要素が強い｡
第2章 幼児教育者-の課題
Ⅰ 課 題 の 所 在
前章で理解したことは教材とされて来た作品に関するものであったが,現にわれわれが子
どもの歌として教材を選択する場合には,更に別の角度からのアプローチが必要である｡そ
れは,目標とすべき ｢子どもの歌のあり方｣と幼児教育の現状である｡この二つと前章の意
義や問題点とを重ね合わせた所に発展的に幼児教育全体に関わる課題が浮かび上 り,そこに
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始めて具体的な教材選択の方向が開けるであろう｡教育者はいかなる意図でその歌を選ぶの
であろうか｡この点を明確にしないと方法論は意味をなさない｡また ｢喜んで歌う｣という
ねらいを定めた時,教育者自身の ｢喜んで歌う｣姿勢が問われるOそれはすく.養成機 関の
｢歌｣に関するカリキュラム内容へと課題の所在は移動するのである0
(1) 第1章からの課題 (まとめとして)
唱歌から
① 子どもの生活や心情と遊離した歌詞で教訓性が強い
② 西洋音階を無理に当てはめた旋律構造
③ 国策として管理された教科書の内容的限界
童謡から
① 童心主義,芸術的表現としての創作
② 白秋は ｢在来の童謡｣を重視したが作曲家はそれを十分に理解していなかった
③ 読むべき童謡の存在
｢子どもの歌｣から
① 伴奏部の比重が大きく,オーケストラの音響や映像等メディアとも結びついた型でも
普及している
② ｢在来の童謡｣よりもむしろ,完全に西洋音楽技法で作曲されている
③ 歌曲としての傾向が強く,遊び等,多面的,総合的に扱うことを目的にしにくい
全体から
① 目標を掲げてからしばらくして実体が現われた
② 西洋音楽がモデルになっている｡そのための伴奏はピアノを必要とする
③ 唱歌は別として,教育現場より先に民間の力で自由な立場で行動的に推進された
(2) 子どもの歌のあり方
歌のあり方は,誰が歌うかによってまず規定されるOわれわれが対象とするのは幼児であ
るから,幼児が ｢歌うこと｣,幼児の歌唱行動の研究から導かれる｡ しかも,新生児期にお
いて視覚,聴覚を含む全ての感覚が既に発達しているという観点に立って ｢音楽に関係の深
(32)
い聴覚の臨界期が幼児期にある｣ということから出発しなければならない｡一般的に幼児の
歌唱行動のプロセスは,言語と同じように,まず聞くことに始まって,それを模倣しながら
序々に積み上げながら自分の歌にして行くのである｡従って幼児にとって環境要因,つまり
(33)
教材や教育方法そして教育者の音楽観が大きな影響を与えることになる｡
今日まで ｢幼児の歌のあり方｣について,諸説があるが,それぞれに微妙な違いがある｡
その中で共通なところをあげると
① 幼児の声域的配慮が必要
② 言語と同じく,大人と子どもの積極的なコミュニケーションから生まれる
③ 発達段階を強調すればする程,民族や (音楽)文化的な伝統 (日本ではわらべ唄)が重
要となる
高橋:幼児の音楽教育と幼児教育者の関わり 69
④ 他の領域,社会,文学,演劇などと多面的,総合的捉え方が必要
⑤ とは言うものの,音楽への興味を育てるために芸術性 (普遍的な価値)を有するもので
なければならない
以上のようになる｡次に現状がどうなっているかを見て考察する｡
Ⅱ 考察 ･子どもの歌の現状と課題
幼児教育の現場において,従って養成機関において,子どもの歌はどう捉えられているだ
ろうか｡先の ｢あり方｣と第1章からのまとめとを重ねながら考察するとわれわれに投げか
けられる課題がはっきりして来る｡
① -ウ･ツーものの曲集について
行事のうた,動物のうた,季節のうた,など生活経験と密着させる意図をもたせた曲集が
多く出版されている｡しかし音楽的に,また歌詞の適切なものがどの程度あるのだろうか｡
特に生活習慣の一部分,例えば ｢おべんとうの歌｣｢手を洗いましょう｣｢お帰 りの歌｣ な
(34)
ど,これらは音楽というよりは,単なる相図,統率するための音,いわゆる音信号以外の何
ものでもない｡また季節感に執着するあまり,無理な教材でこじつけた指導案が立てられた
りする｡
(参 集団歌唱について
歌は,多くの場合一斉に ｢大きな声で,元気よく, サン -ィ.′｣ などと始められるの
で,｢がなり声｣が横行している｡集団歌唱することによって果して,歌全体の意味や音楽的
な味わい,先生とのコミュニケーション,そして子ども同志のコミュニケーションが得られ
(35)
のであろうか｡この集団歌唱のパターンは日本独特のものであるという｡歌 うことのカテゴ
リー は友だちと一緒,先生と共に,遊びながら,歌ってもらう,歌ってあげる,そして一人
で口ずさむ等あって,その状況それぞれが幼児の生きた諸経験となっているはずである｡何
が何でも,歌は一斉に,ということでは言葉の意味に喚起されて歌を通して人に心を伝える
喜びなどは得られないだろう｡
③ ピアノ伴奏の必然性
歌は,そのほとんどがピアノ伴奏によっているが,その必然性はあるか｡もちろん,われ
われは,ピアノ部分に比重が置かれた歌の存在を知っているが,それ以外の歌はないのか｡
さらにもっと本質的に,幼児教育者はなぜにピアノ伴奏の歌にこだわるのか｡自分の歌声だ
けで子どもと真正面に向き合って歌うことの重要性に早く気付かねばならない｡ピアノ遍重
は,子どもの歌を考える場合に直接,間接に問題が指摘されている｡例えば,
｢日本の子どもの歌は, なぜピアノで伴奏しなければならないのか･･-ピアノ伴奏をする
ということはすでにその音楽全体が,ひとつの枠づけによって作曲されている｡--ピアノ
(36)
を唯一の伴奏楽器とみるのはどうやら養成のシステムに問題がある｣
(37)
｢歌でも(歩行でも)伴奏楽器やレコードなどの効用を過大視するのほ誤った考えである｣
｢幼児は--調性感が確立していませんから複雑な和音を駆使したピアノ伴奏をしても千
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(38)
どもから遊離してしまいます｣
(39)
｢我が国の保育者にとって音楽ができること-ピアノをひけることになっている｣
(40)
｢伴奏はピアノという固定観念を転換させてもよいのではないか｣
等多くの指摘がある｡
どこの幼児教育施設でもピアノがあり,各部屋ごとにさえピアノが備えられている｡ピア
ノは,幼児の音楽教育の何を担っているのだろうか｡しかしピアノで遊ぶ子どもはいない｡
互にピアノを弾いたり先生のピアノを聞くこともない｡ピアノの特性を生かした音楽的な遊
びもない｡ピアノは,もっぱら歌の伴奏や行進のための道具でしかない｡ピアノがなぜ遍重
されて釆たかを解明する必要があろう｡
④ 言葉の旋律化の是非
発達段階を考慮したつもりでⅠ,Ⅳ,Ⅴ内の和音構成音で作られた曲 (もちろんピアノ伴
(41)
秦)の多くは,幼児の自発的な旋律形成とはかなり隔たりがある｡①でもふれたが幼児の生
活習慣に関わる言葉を何でも西洋の音階や和音にもとづく音をつけて歌のよう(オペレッタ
的)にする事は,大きな危険があり,作曲上注意を要する｡そのためには,日本のわらべ唄
の構造とレパートリー の研究が必要である｡既に小泉文夫とその後継者たちによる 日本 の
｢伝統音楽の研究｣はめざましいものがある｡そして実践面では,羽仁協子を中心とするコ
ダーイ芸術研究所が着実な活動をしている.シュタイナー教育でもオイリュトミー 他でユニ
ークな歌の考え方があり,今後日本語とどう結びつけて実践されるかが期待される｡また,
マザ-･グースが注目されている今日,児童文学界においても,日本のわらべ唄の重要性が
(42)
強調されている｡更に,白秋の ｢読むべき童謡｣についての研究も隣接的な課題となろう｡
⑤ 養成側の課題として
養成機関のカリキュラムの中で扱われる ｢歌｣について,これも重大である｡なぜなら養
成機関といえども歌 (音楽)を扱う限り,それはそのまま教育の現場でありうる｡つまり,
幼稚園での指導のねらいである ｢いろいろな歌を歌うことを楽しむ｣ことも ｢のびのびと歌
う｣ことも ｢喜んで聞く｣ことも,全て養成側の教育における学生にとってのねらいとなら
なければならない｡免許法上や文部省の教育指導書とのからみ合いで音楽関係のカリキュラ
ムは,教職専門科目の ｢音楽リズム｣の他に,教科専門科目としての音楽があるが,それは(43)
｢声楽｣｢器楽｣となり,教育内容はコールユーブソゲソ, コソコ-ネ,バイエル,ソナチ
ネとなって来る｡少し変化をつけたとしても声楽では,多くの場合,子どもの歌のアンソロ
ジーを一斉に歌い,｢弾き歌い｣と称するピアノ伴奏のレパートリー を増やすこと,またピア
ノでは,技術の程度に応じて時代様式のはっきりした小品に取 り組む程度となっているのが
現状である｡これはまた,採用試験がそういう方向で根強く行なわれ続けているので養成側
でもそれに答えざるを得ない点でもある｡
以上のべた5項目が子どもの歌に関してわれわれに与えられた課題である｡今日,各方面
から幼児教育者養成のカリキュラムが検討されている｡例えば,ある特定の専門領域につい
(4)
て多く履修する,いわゆるピーク制を考えた場合でも用意する科目として単にコールユ-ブ
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ソゲンやコソコ-ネの時間を増加した り弾き歌いのレパー トリーを多 くする程度 の こ とで
は,とうてい子どもの歌の本質に迫ることは出来ない｡
幼児の成長する能力とェネルギーに対して音楽が果す役割 りは何か｡それは,音楽の本質
と教育者 (私)がどのように関わっているか,ということと同心である｡つまり,大人と子
どもが共有している歌 (音楽)とは何か,が常に問われていなければならない｡言葉 との結
びつきにおいて歌は最も人間的な芸術行為なのである｡子どもの歌 という範晴化された壁を
打ちやぶることが出来た時初めて歌の世界にも新しい時代が開かれるであろう｡
注
(1) ここでいう早期の学習とは,高年齢で行なうべきことを低年齢で早く先取りしてやらせ るとい
う,いわゆる英才教育ではない｡
(2) 大畑祥子 ｢幼児音楽教育の出発点｣季刊音楽教育研究,34号,144p.
(3) 馬場健 ｢唱歌教育の確立と試行錯誤｣音楽教育研究,82号,14p.
(4) 音楽取調掛が東京音楽学校となって,本格的に唱歌教師を養成するのは1887年からであるO
(5) ぴ)滑川道夫 ｢唱歌教育の歴史と歌詞｣季刊音楽教育研究,6号,37p.
(p)伊沢修二 ｢小学唱歌集 初締｣緒言の草稿に報告されている.
(6) 算術,理科,図画など学科の一つとして唱歌が位置づけられ唱歌科と呼ばれた｡
(7) 唱歌科はこの時から芸能科音楽と改められた｡
(8) 繁下和雄は伊沢の教育構想をコダーイのそれとの類似性を評価している｡小泉文夫 『歌謡曲の構
造』 冬樹社,1984.218p.
(9) (5)の36p.
(10) 愛知師範学校年報,明治七年,音楽教育研究,82号,資料篇 Ⅰに再録
(ll) 田甫桂三 編著 『近代日本音楽教育史』 学文社,昭55.39p.
(12) 同上 pp.222-235.
(13) 打)小島美子 ｢唱歌調-の反逆としての童謡運動｣音楽教育研究,72号,pp.55-57.
(｡)(8)の書 pp.215-218
(14) 律の音階における核音レとソが四七抜き長音階の属和音ソシレの中にあり,旋律法上うまい具合
に融合している｡
(15) 八大教育運動 ｢自学教育｣｢自動教育｣｢動的教育｣｢衝動満足教育｣｢創造教育｣｢全人教育｣｢文
芸教育｣｢自由教育｣など
(16) 例えば ｢大正幼年唱歌｣｢大正少年唱歌｣｢新作唱歌｣などは,子どもらしい言文一致の方向がと
られている｡
(17) 藤田圭雄 『日本童謡史』あかね書房,1971.17p.
(18) 同上 20p.
(19) ｢赤い鳥｣jL第一巻 第-号,78p.
(20) ｢赤い鳥｣ 第-巻 第五号,75p.
(21) 阪田寛夫 『童謡でてこい』 河出書房新社,昭61.113p.
(22) 大正末期から昭和初頭にかけて文部省唱歌の中にも童謡が入るようになった｡注(5)の(1) 43p.
(23) (17)の60p.
(24)(1)小林純一 ｢戦後の子どものうた運動の性格｣ 音楽教育研究,72号,pp･79-81に再録
(｡) 日本児童文学者協会編 『少年詩 ･童謡への招待』借成社,昭53･177p･
(25) 同上 (1)の書 81p.
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(26)(27) 長田暁二 『昭和の童謡アラカルト』 ぎょうせい,昭60.118p.
(28) 座談会 ｢ろばの会の20年と子どもの歌｣ 季刊音楽教育,5号,107p.
(29) (26)の119p.
(30) (26)の126p.
(31) (26)の138p.
(32) 大畑祥子 ｢児音楽教育の出発点｣季刊音楽教育研究,34号,144p.
(33) (1)大畑祥子 ｢幼児における旋律形成の発達的研究｣季刊音楽教育研究,8,10-12号参照｡
(p) -ベル トの発達観においても誕生後の最初期に臨界期があると言う｡井崎,小山,原田 ｢西
ドッの就学前教育①｣季刊音楽教育研究,41号,169p.
(34) カナダのマリー ･シェイファーは ｢環境の音楽｣として基調音,青信号,音指標をあげている｡
野村幸治 ｢環境の音楽｣季刊音楽教育研究,32号,140p.
(35) 後藤田純生 ｢幼児の音楽教材の問題点｣音楽教育研究,12号,87p.
(36) 小島美子 『日本の音楽を考える』音楽え友社,昭58.357p.
(37) 後藤田純生 ｢幼児の発達過程とリズム｣音楽教育研究,91号,39p.
(38) 大官,徳丸編 『幼児と音楽』有斐閣選書,昭60.111p.
(39) 小川博久 ｢音楽教育にみられる子ども不在｣季刊音楽教育研究,43号,91p.
(40) 大畑祥子 ｢幼児教育と音楽｣季刊音楽教育研究,22号,34p.
(41) クル-ゼソの幼児の旋律形成についての言説は注目すべきであるO小LU,国安,原 田,神原
｢西 ドイツの就学前教育③｣ 季刊音楽教育研究,44号,183p.
(42) 石井桃子 『子どもと文学』 福音館,1969.pp.172-174
(43) 免許法上幼稚園教諭の教科に関する専門科目は,小学校のそれを修得することになっている｡(第
五粂)そこから多くの場合 ｢声楽｣｢器楽｣となる｡
(44) 教育職員養成審議会および日本教育大学協会の提案｡加藤地三編 『幼稚園と小学校教育の関連』
ひかりのくに社,1975年.pp.241-248
